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新興科学技術が社会に実装される際に生じる様々な問題をある程度事前に予測し対応を考えようとする「ELSI
(Ethical, Legal and Social Issues:倫理的・法的・社会的課題)」は現代の学術研究にとって必須の要素となりつ
つある．天文学史を含めた歴史研究においても，膨大な史資料がデジタル化されオンラインで手軽に読めるよう
になることで新たな知見を見出す人文情報学（Degital Humanities (DH)）の急速な発達により，またその大量の
デジタル資料を学習データとしてAIに利用した場合の問題とも絡み，予期せぬ様々な問題に直面しつつある．す
でにGonzalez & Rodrigues (2022)や Berry(2022)のような先行研究もある一方で本格的な検討はこれからの領
域であり，実際に研究を実施するうえで上記の観点を意識したうえで実例を収集することが重要である．この内
容は文字資料を扱うような協議の天文学史だけでなく，特定の人々に対する偏った認識を学習データとして用い
た場合の問題など，より広い Cultural Astronomyの領域にも関連しうる内容である．これらの課題は研究者だ
けでなく，デジタル化・オンライン化によって専門家でない人々が簡単に情報にアクセスできるようになること
を目指した一連のオープンサイエンス運動とも絡んでいでおり，社会と研究資源との関係にもつながっている．


